
 

 

 

子宮体部類内膜癌における再発リスク因子についてに関する研究 

 

１．研究の対象 

当院の開院から 2015 年までの間に、子宮体癌に対して手術を受け類内膜癌と診断さ

れた方の中で、診療録と手術検体から作成された病理スライドが利用可能な方が対象

です 

 

２．研究目的・方法 

子宮体癌は近年増加傾向であり、その多くの組織型は類内膜癌です。その他の特殊

型として漿液性癌や明細胞癌があるものの、その頻度は 1割程度になっています。組

織型の分類の仕方は卵巣癌によく似ていることも特徴です。WHOでは 2014 年に卵巣

癌の分類として Seromucinous という分類を新しく設けましたが、子宮体癌の分類には

Seromucinous に当てはまる分類はまだされていません。そこで今回は卵巣癌に用いら

れるようになった新分類が子宮体癌にも当てはまるかどうかを検討することを目的と

しています。 

研究協力病院の診療情報と病理スライドは防衛医科大学校に集積されます。集積さ

れた試料と防衛医大の試料を用いて研究を行います。具体的な手順としては、病理ス

ライドを見直して得た所見と臨床情報を比較し、再発リスク因子を抽出いたします。

重要な所見が得られたならば、必要に応じて免疫染色を追加して検討いたします。 

研究期間は倫理員会承認後から 2022 年 3月 31日までを予定しています。 

診療録（カルテ）に保存されている情報や、診療で用いられたのちに検査部等に保

管されている病理組織検体を用いる調査研究ですので、研究のために追加で検査を行

ったり、新たな検体の採取を行うことはありません。また金銭的な負担が生じること

もありません。 

 研究に協力いただいた方への直接的な利益はありませんが、本研究によってもし再

発リスク因子を正確に評価できれば、今後の子宮体癌治療への診療成績の向上の一助

になり得ると考えられます。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報 

1)治療開始時の年齢、身長、体重、PS(Performance Status) 

2)妊娠分娩歴、既往歴/合併症 

3)初回治療の内容 手術方法 後療法（化学療法、放射線治療など）の有無 

4) FIGO進行期（2008） 

5)再発（増悪）の有無、再発（増悪）確認日、再発（増悪）部位 

6)再発（増悪）治療の内容 



 

 

 

7)最終確認日、転帰 （生存、原病死、他病死）               等 

 

試料 

手術時に作成された病理スライド 

手術時に採取された検体から作成される未染スライド 

 

４．外部への試料・情報の提供 

研究協力施設から臨床情報及び試料を受け取る際には、匿名化され、対応表は防衛医

科大学校に送付されません。また、防衛医科大学校の患者さんの診療情報及び試料も匿

名化され、対応表は個人情報管理補助者が管理します。各々の匿名化された情報はネッ

トにつながらないパソコンで取り扱うなど個人情報の流出には最大限の注意を払って

行います。研究期間が過ぎた場合や、研究成果の発表が終了した際には本研究で用いた

情報・資料は破棄致します。 

 

５．研究組織 

防衛医科大学校     宮本守員 

奈良県総合医療センター 喜多恒和 

多摩北部医療センター  工藤一弥 

西埼玉中央病院     石井賢治 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先及び研究責任者かつ研究代表者： 

研究実施者所属：防衛医科大学校 産科婦人科学講座 

研究代表者：宮本守員 

住所：埼玉県所沢市並木 3-2 

電話番号：04-2995-1687 

メールアドレス：mmiyamoto@ndmc.ac.jp 

   


